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点訳広報、声の広報も製作しています新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

4 5 事例で捉える、自然
環境との共生

8「ゼロカーボンシティい
せはら」に向けて

2 6月1日〜7日は「水道週間」
主な記事

令和4（2022）年 No.1246

6月1日

当社は昭和50（１９７５）年10月に伊勢原の地に創業。公共上下水道
や空調など、暮らしのインフラを下支えしています。

社内には｢ものづくりがしたい｣｢人々の生活を支えたい｣という
強い志をもつ57人が働いており、一人一人が大切な存在です。

個人で違いはあるものの、得意な分野を磨きながら能
力を発揮できる環境を維持することが私の役目です。

人口減少社会、少子高齢化を迎えているわが国におい
ては、活力を維持していくため、｢男性だから｣｢女性だ
から｣という考えではなく、｢自分らしくできるこ
とがある｣と考える必要があると思います。
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て
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取
り
に
つ
い
て

ま
し
た
。
設
計
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と
間
取
り
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て
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し
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い
く
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築
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し
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で
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建
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の
仕
事
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味
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に
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抱
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よ
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に
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Ａ
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Ａ
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＊＊
の
勉
強
を
し
、
基
本
技
術

の
勉
強
を
し
、
基
本
技
術

を
習
得
し
た
後
、
学
校
の
紹
介
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介
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取
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取
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ッ
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、
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株式会社丹野設備工業所株式会社丹野設備工業所
丹丹
た ん のた ん の

野野  徳徳
のりひとのりひと

人人代表取締役社長代表取締役社長

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
。
市

で
は
、
人
権
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

上
粕
屋
に
あ
る
株
式
会
社
丹
野
設
備
工
業
所
は

令
和
２（
２
０
２
０
）年
11
月
、
市
内
に
本
社
を
置

く
企
業
と
し
て
初
め
て「
え
る
ぼ
し
認
定
＊
３
段

階
目（
最
高
位
）」を
取
得
す
る
な
ど
女
性
が
能
力

を
発
揮
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
そ
こ
で
働
く
従
業
員
の
姿
か
ら
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
考
え
ま
す
。

人
権
・
広
聴
相
談
課
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７
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女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
一
定
基
準
を
満
た
し
、
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
状
況

な
ど
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
厚
生
労
働
省
の
制
度
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す
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す
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ェ
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イ
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わ
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仕
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と
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仕
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事
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。
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水
道
は
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
豊
富
に
供
給
す
る
た
め
に

重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
日
常

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

深
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生

活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

国
は
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
を

「
水
道
週
間
」

と
定
め
て
い

ま
す
。

受
水
槽
の
管
理
は
適
切
に

　
管
理
が
十
分
で
な
い
と
、
飲

用
水
が
汚
染
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
、 

適
切
な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

所
有
者･

管
理
者
は
、
年
に
１

回
以
上
定
期
的
に
清
掃
し
ま

し
ょ
う（
有
効
容
量
８
立
方

メ
ー
ト
ル
超
の
場
合
は
、
法
定

点
検
も
受
け
ま
し
ょ
う
）

◆
有
害
物
や
汚
水
な
ど
に
よ
る

汚
染
が
な
い
か
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う

◆
蛇
口
か
ら
出
る
水
に
色
や
濁

り
、
味
、
に
お
い
な
ど
の
異
常

が
あ
っ
た
と
き
は
水
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
ょ
う

◆
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
直
ち
に
給
水
を
停
止
し
、

関
係
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い

▪担
環
境
対
策
課
94-
４
７
３
７

お
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル（
Ｗ
ｅ
ｂ

フ
ォ
ー
ム
）を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広

聴
事
業
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は「
わ
た
し
の
提
案
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
」の

ほ
か
、
各
担
当
に
直
接
送
信
で
き
る

「
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
」機
能
が
あ

り
ま
す
。

　
市
役
所
の
業
務
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
ご
意
見
に
、
担
当
が
電

話
や
電
子
メ
ー
ル
で
お
答
え
し
ま

す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
組
織
一
覧
」か

ら
問
い
合
わ
せ
た
い
担
当
の
Ｗ
ｅ
ｂ

フ
ォ
ー
ム
を
選
択
し
、
必
要
事
項
を

入
力
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
～
７
日
は「
水
道
週
間
」

大
切
な 

水
と
一
緒
に 

暮
ら
す
日
（々
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　
皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
提
案
を
お
聴
き
す
る
広
聴
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
代
表
的
な
広
聴
事

業
の「
わ
た
し
の
提
案
」と「
陳
情･

要

望
」に
、
合
わ
せ
て
３
４
１
通（
６
５
２

件
）が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
の
提
案

　
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
置
い
て
あ
る
専
用
封
筒
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

意
見
や
提
案
が
で
き
ま
す
。

　
３
年
度
は
２
９
３
通（
３
４
９
件
）の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１

参
照
）陳

情･

要
望

　
自
治
会
や
各
種
団
体
、
個
人
か
ら
寄

せ
ら
れ
た「
陳
情･

要
望
」は
、
48
通（
３
０ 

３
件
）あ
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

生
か
し
ま
す

　
「
わ
た
し
の
提
案
」や「
陳
情･

要
望
」

は
、
市
長
が
全
て
目
を
通
し
、
担
当
部

署
で
そ
の
効
果
や
必
要
な
経
費
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
速
や
か
に
市
政
に
反
映

で
き
る
も
の
は
改
善
や
実
施
を
し
て
い

ま
す
。

　
提
案
の
中
に
は
、
時
間
を
か
け
た
調

査
や
研
究
が
必
要
な
内
容
、
財
政
的
に

困
難
な
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
声
を
大
切
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
る
場
と
し
て
、
市
政

情
報
の
提
供
と
意
見
交
換
を
行
う「
市

政
出
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や
、
市
長
と
身 

近
な
問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う「
市
長

室
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
ま
し
た

～
令
和
３
年
度「
わ
た
し
の
提
案
」「
陳
情･

要
望
」の
ま
と
め
～

秦野市伊勢原市環境衛生組合の令和
3年度財政状況

　伊勢原市と秦野市のごみ処理および火葬業務は、「秦野市伊勢原市環境
衛生組合」が行っています。令和3年度の財政状況（令和4年3月31日現在） 
をお知らせします※金額は確定前のため、決算額と異なる場合があります
▪担秦野市伊勢原市環境衛生組合 82-2500

市のデジタル化に関する調査
にご協力ください

　市民サービスの向上や行政事務の効率化を図る、デジタル
技術の利活用に係るアンケート調査にご協力ください◇用紙
配布場所＝市役所1階ロビー、各公民館※市ホー
ムページ「市政情報」→「個別計画･取り組み」、ま
たは右のQRコードからも回答できます
締め切り　6月30日（木）
▪担情報政策課 94-4550

市ホームページ

収
　
入

区　　　分 予　算　額 収 入 済 額 収 入 率
分 担 金 及 び 負 担 金 17億9307万円 15億4836万円 86.4％
使 用 料 及 び 手 数 料 3億6474万円 3億1942万円 87.6％
県 支 出 金 487万円 0円 0.0％
財 産 収 入 2万円 1万円 50.0％
繰 入 金 3億 828万円 3億 828万円 100.0％
繰 越 金 7722万円 9210万円 119.3％
諸 収 入 2億7355万円 3億1368万円 114.7％
合 計 28億2175万円 25億8185万円 91.5％

1　組合会計の収入･支出状況

支
　
出

区　　　分 予　算　額 支 出 済 額 執 行 率
議 会 費 340万円 246万円 72.4％
総 務 費 3億8900万円 3億6047万円 92.7％
衛 生 費 17億5584万円 14億5926万円 83.1％
公 債 費 6億7051万円 6億7051万円 100.0％
予 備 費 300万円 　0円 0.0％
合 計 28億2175万円 24億9270万円 88.3％

※（　）内は前年との増減額
※令和4年3月31日現在、「一時借入金」はありません

区　　分 組合債の現在高
ご み 処 理 施 設
整 備 関 係

28億3944万円
(-4億7020万円)

斎 場 施 設
整 備 関 係

14億8477万円
（-1億7338万円)

合 計 43億2421万円
(-6億4358万円)

2　組合債の状況
区　　分 現　在　高
土　　地 6万2592㎡
建　　物 2万5414㎡

基
　
金

施 設 整 備 基 金 1045万円
減 債 基 金 9953万円
職員退職給与準備基金 5060万円

3　組合財産の状況

※グラフの数値は、小数第１位を四捨五入しているため、合計が１００％にならないことがあります

「わたしの提案」
受理件数

グラフ1 わたしの提案
合計349件

安全・防犯
33件（10%）
安全・防犯
33件（10%）

保健・医療
58件（17%）
保健・医療
58件（17%）

道路
31件（9%）
道路

31件（9%）

環境・衛生
44件（13%）
環境・衛生
44件（13%）

福祉
21件（6%）
福祉

21件（6%）

学校教育
39件（11%）
学校教育
39件（11%）

防災
12件（3%）
防災

12件（3%）
人事・待遇
20件（6%）
人事・待遇
20件（6%）

その他
91件（26%）
その他

91件（26%）

陳情・要望（合計303件）

わたしの提案（合計349件）

事業の実施14件（5%）

実現困難4件（1%）

その他35件（12%）その他35件（12%）

現状維持203件（67%）現状維持203件（67%）

現状維持90件（26%）現状維持90件（26%）

今後の課題22件（6%）

関係機関と相談13件（4%）

その他186件（53%）その他186件（53%）

実現困難7件（2%）

今後の課題36件（12%）

事業の実施31件（9%）事業の実施31件（9%）

関係機関と相談11件（4%）関係機関と相談11件（4%）

処理結果
グラフ3

▪担
人
権･

広
聴
相
談
課

94-

４
７
１
７

「陳情・要望」
受理件数

グラフ2 陳情・要望
合計303件

保健・医療
45件（15%）
保健・医療
45件（15%）

税・行財政
69件（23%）
税・行財政
69件（23%）学校教育

23件（8%）
学校教育
23件（8%）

その他
38件（13%）
その他

38件（13%）

環境・衛生
16件（5%）
環境・衛生
16件（5%）

福祉
73件（24%）
福祉

73件（24%）
防災

13件（4%）
防災

13件（4%）

商工労政
16件（5%）
商工労政
16件（5%）

道路
10件（3%）
道路

10件（3%）
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休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
93-5019

内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9:00〜11:30
14:00〜16:30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（ 95-2119）へお問い合わせください

かながわ小児救急ダイヤル
045-722-8000　18：00〜翌日8：00（年中無休）

▪担子育て支援課 94-4637

乳幼児健康診査･相談 � 6/3～16実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、
1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

ごっくん離乳食教室
4～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ▪時6
月20日（月）午後1時15分～3時（受付は午後1時～）
▪場市役所分室▪定15人（申込順）

項　目 対　　象 日程･受付時間
4カ月児
� 健康診査

令和 4年 1月16日～31日生  6/ 7（火） 12：30〜
　13：30令和 4年 2月 1日～15日生  6/14（火）

7カ月児
� 健康相談

令和 3年10月 1日～15日生  6/ 3（金）  9：15〜
　10：15令和 3年10月16日～31日生  6/10（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医療機
関で受診。受診票は医療機関にあります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和 2年11月16日～30日生  6/ 3（金）

12：30〜
　13：30

令和 2年12月 1日～15日生  6/10（金）
2歳児歯科
� 健康診査

令和 2年 6月 1日～15日生  6/ 9（木）
令和 2年 6月16日～30日生  6/16（木）

3歳児
� 健康診査

令和元年 5月 1日～15日生  6/ 8（水）
令和元年 5月16日～31日生  6/15（水）

※�休日夜間急患診療所、休日歯科診療所受診後は、
必ずかかりつけ医を受診してください

「かかりつけ医」「かかりつけ歯科医」
「かかりつけ薬局」を持ちましょう

▪担健康づくり課 94-4616

集団がん検診（担当へ要申込）� 7/1～30実施分

骨量測定相談会
骨量測定、健康･食事、歯と歯ぐきの相談▪時7月
25日（月）午前9時30分～11時30分▪場伊勢原シティ
プラザ◇当日受付
39歳以下健康診査
身体測定や医師の診察、血液検査など▪時7月29

胃がん検診▪対40歳以上の人▪費1200円◇受付時間=午
前8時30分~10時30分 大腸がん検診▪対40歳以上の人
▪費500円◇受付時間=午前8時30分~11時、午後1時~�
2時30分 肺･結核検診▪対40歳以上の人▪費200円◇受付
時間=午前8時30分~11時 乳がん検診（マンモグラ
フィ）▪対40歳以上の女性▪費1500円◇受付時間=午前8
時30分~11時、午後1時~2時30分 子宮がん検診▪対20
歳以上の女性▪費900円◇受付時間=午前8時30分~11
時、午後1時~2時30分

受診料免除　①70歳以上②生活保護世帯③世帯全員
が住民税非課税の人は、歯周病検診とがん検診の受
診料が免除になります。②③の人は受診日の1週間
前までに担当へ申請してください。

実施日 実施会場 検査項目

7/ 1（金） 伊勢原南公民館 胃 大腸 肺･結核

 4（月）
伊勢原シティプラザ

大腸 乳 子宮

25（月） 大腸 乳 子宮 骨量

28（木）高部屋公民館 胃 大腸

30（土）伊勢原シティプラザ 大腸 乳 子宮

※□は午前のみ、■は午前･午後実施（定員に達している場合あり）。
受付時間は目安であり、実施会場や予約状況などで変動します

検診を行う順番について
胃がん検診と肺･結核検診は、男性の検診後に女
性の検診を行います。

日（金）①午前9時30分～②午前10時～③午前10
時30分～④午前11時～▪場伊勢原シティプラザ▪対
市内在住で昭和58年4月2日以降に生まれた人各
回20人（申込順）▪費3000円▪締 6月30日（木）
乳がん･子宮がん検診の無料クーポン券を
発送します
対象者には市が実施する検診に利用できるクー
ポン券や検診手帳などを6月上旬に送付します
▪対市に住民登録（令和4年4月20日現在）があり、
令和3年4月2日～4年4月1日に次の年齢になった
女性◇乳がん検診＝40歳、子宮がん検診＝20歳

追加接種（4回目）を開始します
　3回目のワクチン接種日をもとに、順次接種券を発送します。お手
元に届き次第、予約可能です※初回接種（1･2回目）、追加接種（3回目）
も行っています。なお、3回目接種は接種間隔が変更され、2回目接種
から5カ月以上経過した人が対象になりました
対　　象　3回目接種から5カ月以上経過した①60歳以上の人②18歳～
59歳で基礎疾患を有する人、その他重症化リスクが高いと医師が認め
る人※①の人には一律で接種券を発送します。②の人や他自治体で3
回目接種を受けた後に伊勢原市に転入した人で接種を希望する場合
は、接種券発行の申請が必要です。
　詳しくは、コールセンター（ 0570-090-655、 午前8時
45分〜午後5時）にお問い合わせいただくか、市ホーム
ページ「新型コロナウイルス感染症に伴うさまざまな
お知らせ」をご覧ください◇右のQRコードからも申
請できます

予約方法（手続きには接種券番号が必要です）
集団接種
電話の場合　予約申込専用ダイヤル（ 0120-080-955、 午前8時45
分〜午後5時）に連絡し、接種券番号と生年月日をお伝えください※
予約が集中した場合、つながりにくくなることが
あります
予約システムの場合　市ホームページ｢新型コロナ
ウイルスワクチン接種WEB予約｣または右のQR
コードからも予約できます。
個別接種
　身近な医療機関で受けられます。治療中の病気や服薬との関係な
ど接種に関して気になる点がある場合は、かかりつけ医と相談して
受けることができます。また、かかりつけ以外の人も接種可能な医
療機関があります。予約方法や対象者は異なりますので、事前に各
医療機関にご確認ください◇対象医療機関は、市ホームページ「新
型コロナウイルス感染症に伴うさまざまなお知らせ｣、または接種
券同封のチラシをご覧ください

▪担健康づくり課 92-1117

市内の患者発生状況
患者数（累計）�5295人※5月25日現在

新型コロナウイルス関連情報

予約専用ページ

接種券申請
フォーム

　生活習慣病は自覚症状が無いまま進行し、重症化するまで気が付かないこ
とが多くあります。
　特定（一般）健康診査は、生活習慣病の一因となっているメタボリックシン
ドローム（内臓脂肪症候群）に着目した生活習慣病予防のための健診です。
　内臓脂肪の蓄積があり、かつ高血圧･高血糖･脂質異常のうち、いずれか2
つ以上を併せ持った状態をメタボリックシンドロームといいます。症状が重
複した場合、心臓病や脳卒中、腎不全などの重い病気になる危険性が高まり
ます。年に1回健診を受けて健康状態を確認しましょう。
対　象　特定健康診査（医療保険者が実施）
　　　　40歳以上で国民健康保険や会社の健康保険などに加入している人
　　　　一般健康診査（市が実施）
　　　　後期高齢者医療制度の加入者と40歳以上で生活保護を受けている人
特定保健指導で生活習慣の改善を
　特定（一般）健康診査を受けた人で、メタボリックシンドロームの発症リス
クが高く、生活習慣の改善により予防効果が期待できる人に、専門家がアド
バイスや個人の体力や状態に応じたサポートをします◇対象者には、市が個
別に案内を発送します

▪担健康づくり課 94-4616、保険年金課 94-4728

いきいき健診の受診方法について
　いきいき健診は、市が行う特定（一般）健康診査の愛称です。健診の結
果は、健康づくり事業や個別保健指導の基礎データとして利用させてい
ただきます。詳しくは、5月下旬に送付した受診券とパンフレットをご
確認ください。
対　象　�①40歳以上の伊勢原市国民健康保険被保険者�

②市内在住の後期高齢者医療制度被保険者�
③40歳以上の生活保護受給者

期　間　令和5年3月31日（金）まで
申込み　受診する医療機関に直接お申し込みください
※伊勢原協同病院は、web予約でのみ受け付けます。
病院のホームページ、または右のQRコードからお申し
込みください

特定（一般）健康診査を受けましょう

予約サイト

費用は無料
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国
が
定
め
る「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生

態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」（
通
称 

外
来
生
物
法
）で
は
、
特
定
外
来

生
物
＊
１
に
指
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

飼
養
・
栽
培
、
保
管
、
運
搬
な
ど
を
原
則
禁

止
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
度
大
山
小
学
校
と
伊
勢
原

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
特
定
外

来
生
物
の
講
義
と
防
除
＊
２
の
実
践
を
合
わ

せ
た
環
境
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
の
一
例

外
来
生
物
法
で
は
令
和
３（
2
0
2
１
）年

８
月
時
点
で
、
１
５
６
種
が
特
定
外
来
生
物

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

原
産
地　
北
ア
メ
リ
カ

持
込
理
由　
ペ
ッ
ト

原
産
地　
ア
メ
リ
カ
東
部
・
中
部

持
込
理
由　
食
用

原
産
地　
北
・
中
ア
メ
リ
カ

持
込
理
由　
ペ
ッ
ト

原
産
地　
北
ア
メ
リ
カ

持
込
理
由　
鑑
賞
・
緑
化

伊
勢
原
市
大
田
地
区
土
地
改
良
区
・
区
域

ほ
場
整
備
地
内（
下
谷
１
４
９
１
付
近
）で

は
、
４
月
下
旬
に
な
る
と
レ
ン
ゲ
や
ヤ
グ
ル

マ
ソ
ウ
、
ポ
ピ
ー
な
ど
が
辺
り
一
面
を
彩
る

中
、
鑑
賞
や
花
摘
み
、
風
船
飛
ば
し
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
伊
勢
原
市
ふ
る
さ
と
大
田
を
守
り
楽
し

む
会（
通
称 

大
田
ふ
る
さ
と
体
感
隊
）」が
主

催
し
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
毎
年
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

ふ
と
遠
く
の
山
々
を
見
る
と
、
新
緑
の
時

季
に
も
関
わ
ら
ず
、
広
範
囲
に
渡
り
赤
褐
色

が
広
が
っ
て
お
り
、
違
和
感
を
覚
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
原
因
は「
ナ
ラ

枯
れ
」に
あ
り
ま
す
。

コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
ブ
ナ
科
の
樹
木
が
ナ

ラ
菌
と
い
う
病
原
菌
に

感
染
し
、
集
団
的
に
枯

れ
て
し
ま
う
も
の
で
、

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ（
通
称 

カ
シ
ナ
ガ
）

と
い
う
虫
が
媒
介
と
な
り
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年

に
箱
根
町
な
ど
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
市
内

で
も
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
虫
は
羽
化
後
、
６
月
～
７
月
ご
ろ
に

な
る
と
繁
殖
の
た
め
、
樹
木
の
幹
に
直
径
約

２
mm
の
穴
を
あ
け
て
樹
木
内
に
侵
入
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
雌
が
も
つ
菌
の
う
と
い
う

器
官
か
ら
ナ
ラ
菌
が
入
り
、
こ
の
菌
の
作
用

で
樹
木
の
水
を
吸
い
上
げ
る
機
能
が
阻
害
さ

れ
、
枯
死
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た
樹
木
の
根
本
に
は
フ
ラ
ス
＊

が
堆
積
し
、
夏
場
で
も
葉
が
赤
褐
色
に
変
色

し
ま
す
。

＊
木
く
ず
や
虫
の
排
泄
物
が
混
ざ
り
合
っ
た
粉
状

の
も
の

　
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
す
た
め
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
自
然
と
共
生
し
て

い
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

森
林
の
役
割

水
源
の
か
ん
養

　

雨
水
を
蓄
え
、
ゆ
っ
く
り
と
川
へ
流

す
こ
と
に
よ
り
渇
水
、
洪
水
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
防
止

　

樹
木
の
根
が
土
壌
を
抱
え
、
落
ち
葉

や
下
草
が
表
土
の
侵
食
を
抑
え
る
こ
と

で
、
土
砂
が
流
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

野
生
動
物
や
植
物
の
生
息
域
は
環
境
に

よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
生
態
を
知
る
こ
と

は
、
環
境
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
然
を
観
察「
探
鳥
会
」

　

グ
リ
ー
ン
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
一
緒
に
、
野
鳥

や
草
花
を
観
察
し

ま
す
◇
今
月
の
開

催
予
定
に
つ
い
て

は
６
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す 

　
森
林
の
荒
廃
は
、
木
材
が
利
用
さ
れ
ず
、

放
置
さ
れ
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

伊
勢
原
産
木
材
の
活
用「
み
ん
な
の
ベ
ン
チ
」

　

皆
さ
ん
に
と
っ

て
思
い
入
れ
の
あ

る
公
園
や
担
当
が

管
理
す
る
緑
地
に

ベ
ン
チ
を
寄
附
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

金
額
な
ど
詳
し
く

は
担
当
へ
。 

み
ど
り
公
園
課（
探
鳥
会
・
み
ん
な
の
ベ

ン
チ
）
94
‒
４
７
５
９

大
田
地
区
の
農
地
を
守
り
、
農
業
振
興
や
環
境

保
全
に
努
め
て
い
る
同
会
の
代
表
で
あ
る
亀
井
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

樹
木
の
植
栽
や
間
伐
、
企
業
や
団
体
が
取

り
組
む
森
林
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
遭
っ
て
い
る
樹
木

の
防
除
も
し
て
い
る
市
森
林
組
合
の
岡
田
事

業
課
長
に
ナ
ラ
枯
れ
に
関
す
る
質
問
に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
道
や
水
路
な
ど
の
農
業
用
施
設
の
維

持
保
全
活
動
は
、
地
元
の
農
家
な
ど
が
中

心
で
し
た
。
し
か
し
、
後
継
者
の
問
題
か

ら
今
後
の
活
動
に
不
安
が
生
じ
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）年
度
に
国
の
採
択
を
受
け
、

県
営
事
業
と
し
て
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
12（
２
０
０
０
）

年
４
月
に
伊
勢
原
市
大
田
地
区
土
地
改
良

区
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
農

家
や
土
地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
な
ど

が
集
ま
り
、
活
動
組
織
で
あ
る
伊
勢
原
市

ふ
る
さ
と
大
田
を
守
り
楽
し
む
会
を
結

成
。
農
地
や
水
な
ど
を
保
全
す
る
た
め
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
事
業
で
は
、
分
散
し
て
い
る

農
地
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
大
き
い
区
画

を
作
り
だ
し
、
機
械
に
よ
る
効
率
化
を
実

現
。
さ
ら
に
、
用
排
水
路
を
整
備
し
、
地

下
水
位
を
制

御
す
る
こ
と

で
水
稲
の
収

量
増
加
が
可

能
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
排
水

設
備
は「
れ
ん

げ
祭
り
」で
も

重
要
で
す
。

花
々
が
元
気
に
咲
く
よ
う
に
地
下
水
位
を

調
整
し
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
手
入
れ
を
行

い
、
ぬ
か
る
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
小
さ

な
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

自
然
と
触
れ
合
う
き
っ
か
け
に

花
摘
み
の
ほ
か
、
珍
し
い
生
き
物
を
見

つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
近
年
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
田
ん
ぼ
の
中
に
入
り
、
生

き
物
と
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
県
内
で
も
有
数
の
水
田

地
帯
が
、
後
世
に
も
受
け
継
が
れ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

自
然
を
身
近
に
感
じ
る

自
然
を
身
近
に
感
じ
る｢｢

れ
ん
げ
祭
り

れ
ん
げ
祭
り｣｣

小小･･

中
学
校
と
連
携
し
た
環
境
学
習

中
学
校
と
連
携
し
た
環
境
学
習

─
ど
の
よ
う
な
樹
木
が
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
か

ナ
ラ
類
や
シ
イ
・
カ
シ
類
の
樹
木
で

起
き
て
お
り
、
中
で
も
高
齢
化
・
大
径

木
化
し
た
も
の
に
被
害
が
多
く
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
、
シ
イ

が
多
く
生
育
し
て
い
る
た
め
広
が
っ
て

い
ま
す
。
近
年
で
は
、
山
中
だ
け
で
な

く
市
街
地
で
も
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
カ
シ
ナ
ガ
が
樹
木
に
侵
入

し
て
も
、
全
て
が
枯
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
コ
ナ
ラ
で
３
割
～
５
割
、
ミ
ズ
ナ

ラ
で
５
割
程
度
が
枯
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

─
被
害
が
増
え
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
り
ま
す
か

枯
れ
た
こ
と
に
よ
る
倒
木
や
枝
の
落

下
と
い
っ
た
人
的
被
害
と
住
宅
や
道

路
、
電
線
な
ど
へ
の
被
害
が
発
生
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

状
況
に
応
じ
、
伐
採
す
る
な
ど
適
切

な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

─
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
何
で
す
か

薪
や
炭
な
ど
の
需
要
が
減
っ
た
こ
と

で
、
里
山
や
森
林
が
放
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
巨
木
化
し
た
こ
と
が
原
因
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
古
来
よ
り
生
息
し
て
い
た
カ

シ
ナ
ガ
を
根
絶
す
る
こ
と
は
、
膨
大
な

コ
ス
ト
を
か
け
て
も
極
め
て
困
難
で
あ

り
、
森
林
生
態
系
の
構
成
種
と
し
て
一

定
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
根
絶
す
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
被
害
区
域
の
拡
大
防
止

や
人
的
被
害
の
防
止
、
高
齢
・
大
径
木

の
積
極
的
な
利
用
な
ど
と
い
っ
た
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
ナ
ラ
枯
れ
と
な
り
、
人
的
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
樹
木
に
対
し

て
は
、
伐
採
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
伐
採
し
て
も
中
に
い
る
カ

シ
ナ
ガ
は
生
き
て
い
る
た
め
、
伐
採
し

た
木
材
は
持
ち
出
さ
ず
、
羽
化
す
る
前

の
10
月
～
翌
年
の
5
月
前
半
ま
で
に
、

く
ん
蒸
＊
１
や
破
砕
を
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

里
地
・
里
山
を
健
全
に
保
つ
た
め

に
も
萌ほ

う
が芽
更こ

う
し
ん新
＊
２
や
間
伐
を
す
る
な

ど
、
き
ち
ん
と
人
が
管
理
し
て
あ
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
伐
採

し
た
木
材
を
有
効
に
利
用
す
る
な
ど
、

循
環
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
市
民
団
体
や
自
治
会
な

ど
が
開
催
す
る
環
境
学
習
の
場
に
、

専
門
的
な
知
識
や
経
験
の
あ
る
指
導

員
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
◇
指

導
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

人
も
募
集
中
。
詳
し
く
は
担
当
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い

学
習
テ
ー
マ
例

◆
自
然
環
境
の
観
察

◆
自
然
素
材
を
使
っ�

�

た
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り

◆
里
山
自
然
観
察

環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

事
例
事
例
でで
捉捉
え
る
、

え
る
、
自
然
環
境

自
然
環
境
と
の
と
の
共
生
共
生

６
月
５
日
は
環
境
の
日
、
６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
環
境
の
日
、
６
月
は
環
境
月
間

ナ
ラ
枯
れ
被
害
、
現
状
と
対
策

ナ
ラ
枯
れ
被
害
、
現
状
と
対
策

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。
昭
和

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。
昭
和

4747（
１
９
７
２
）年
６
月
５
日
か
ら
ス

（
１
９
７
２
）年
６
月
５
日
か
ら
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
に

で
開
催
さ
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議
に

お
い
て
、
日
本
の
提
案
を
受
け
国
連
が

お
い
て
、
日
本
の
提
案
を
受
け
国
連
が

定
め
た
も
の
で
、
国
内
で
は
環
境
基
本

定
め
た
も
の
で
、
国
内
で
は
環
境
基
本

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３（
１
９
９
１
）年
か
ら
は
６
月

平
成
３（
１
９
９
１
）年
か
ら
は
６
月

を
環
境
月
間
と
し
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

を
環
境
月
間
と
し
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
関
連
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
関
連
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
然
や
生
態
系
を
守
ろ
う
」「
地
球

「
自
然
や
生
態
系
を
守
ろ
う
」「
地
球

に
や
さ
し
く
」な
ど
環
境
保
全
の
言
葉

に
や
さ
し
く
」な
ど
環
境
保
全
の
言
葉

を
見
聞
き
す
る
機
会
は
多
く
な
り
ま
し

を
見
聞
き
す
る
機
会
は
多
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
環
境
対
策
と
一
口
に

た
。
し
か
し
、
環
境
対
策
と
一
口
に

い
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
は
生
物
多
様
性

い
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
は
生
物
多
様
性

の
保
全
や
ご
み
の
適
正
処
理
、
化
学
物

の
保
全
や
ご
み
の
適
正
処
理
、
化
学
物

質
対
策
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応

質
対
策
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
そ
の
中
で
も
将
来
に
わ

今
号
で
は
、
そ
の
中
で
も
将
来
に
わ

た
り
緑
豊
か
な
伊
勢
原
の
自
然
を
残
し

た
り
緑
豊
か
な
伊
勢
原
の
自
然
を
残
し

て
い
く
た
め
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る

て
い
く
た
め
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
か
ら「
自
然
環
境
と
の
共
生
」

取
り
組
み
か
ら「
自
然
環
境
と
の
共
生
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◇
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
景
観
資
源

◇
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
景
観
資
源

登
録
に
つ
い
て
は
８
面
に
掲
載
し
て
い

登
録
に
つ
い
て
は
８
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
ま
す

ナ
ラ
枯
れ
対
策
の
流
れ
（
伐
倒
く
ん
蒸
）

枯
死
し
た
樹
木
を
伐
採

枯
死
し
た
樹
木
を
伐
採

1

薬
剤
が
浸
透
し
や
す
い
よ

薬
剤
が
浸
透
し
や
す
い
よ

う
に
裁
断

う
に
裁
断

2

液
体
の
薬
剤
を
散
布

液
体
の
薬
剤
を
散
布

3

シ
ー
ト
を
被
せ
、
約
２
週

シ
ー
ト
を
被
せ
、
約
２
週

間
か
け
て
殺
虫

間
か
け
て
殺
虫

4
ナ
ラ
枯
れ
を
見
つ
け

た
と
き
は

被
害
に
遭
っ
た
樹
木

の
対
応
は
、
基
本
的
に

土
地
所
有
者
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
街
地
な
ど
、
倒
木

し
て
し
ま
う
と
大
き
い

被
害
が
出
て
し
ま
う
場

所
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

見
つ
け
た
場
合
は
、

担
当
や
湘
南
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
課

（

22
‒
２
７
１
１
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ

ウ
シ
ガ
エ
ル

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

自
然
が
持
つ
役
割
を
知
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

木
材
製
品
を
購
入
す
る

　伊勢原市オリジ
ナルのテキストで
説明しています。

環境対策課 
増
ますかわ

川 裕
ゆうすけ

亮主任主事 

自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
く

自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
く

た
め
に

た
め
に

事例

2

大田地区に咲く色とりどりの花々

大山小学校の６年生に市職員が講義

オオキンケイギクを探す様子

被害に遭った木 （々写真右下）フラスが堆積した樹木の根本

提供 県自然環境提供 県自然環境
保全センター保全センター

カシノナガキクイカシノナガキクイ
ムシの雌ムシの雌

5mm5mm

摘み取りを楽しんでいる親子

　シートは生分解
性フィルムで、放
置しても微生物が
分解します。

可憐に咲くレンゲの花

＊
１　
海
外
起
源
の
外
来
種
で
、
生
態
系
や
人
の
生

命・身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被
害
を
及
ぼ
す
も
の（
恐

れ
が
あ
る
も
の
）の
中
か
ら
指
定

＊
２　
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
進
入
の
防
止
や
個
体
数

の
管
理
を
行
う
こ
と

環
境
対
策
課

94
‒
４
７
３
７

農
業
振
興
課
農
林
整
備
担
当

94
‒
４
６
７
６

農
業
振
興
課
農
林
整
備
担
当

94
‒
４
６
７
６

地
域
に
合
っ
た
農
地
を
目
指
し
て

地
域
に
合
っ
た
農
地
を
目
指
し
て

被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
今
で
き
る
こ
と

被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
今
で
き
る
こ
と

伊勢原市ふるさと大田伊勢原市ふるさと大田
を守り楽しむ会を守り楽しむ会
代表 亀

か め い

井 貞
さだゆき

之さん
（85歳・下谷）

伊勢原市森林組合伊勢原市森林組合
事業課長事業課長
岡
お か だ

田 孝
たかひこ

彦さん（46歳）

伊勢原市森林組合伊勢原市森林組合
技師補技師補
杉杉
すぎもとすぎもと

本本  直直
なおかずなおかず

一一さんさん
（38歳・三ノ宮）（38歳・三ノ宮）

事例

1

事例

3

渋田川沿いで伊勢原中学校の科学
部６人が防除を実践しました

数
じゅ

珠
ず

玉の首飾りやクリス
マスリースなども製作

＊
１　
薬
剤
で
燻
し
て
殺
虫
す
る
こ
と

＊
２　
樹
木
の
伐
採
後
、
残
さ
れ
た
根
株
か
ら

出
る
芽
を
育
て
る
こ
と
で
森
林
の
再
生
を
図
る

方
法

令和２年度に鈴川で行われた
探鳥会。水鳥を観察しました

林業の支援や間伐材の利活用
などに役立ちます
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掲 示 板
第1246号　令和4（2022）年6月1日第1246号　令和4（2022）年6月1日 67

6 月 の 相 談 ※費用はすべて無料、★印は要予約

①市民相談室②伊勢原シティプラザ③市役所分室

障害者雇用奨励補助金について
障がい者を雇用する中小企業の事業
主に奨励補助金を交付します▪対1年
以上継続して市内で事業所を営み、
市内在住の障がい者を6月1日現在1
年以上常用雇用している企業◇交付
額＝障がい者1人につき年額6万円◇
交付期間＝5年間▪申市役所2階の担当
で配布する申請書に記入し、必要書
類を添えて郵送か直接担当へ※申請
書は市ホームページ「産業･まちづく
り」→「雇用」からも入手可▪締6月30日

（木）※消印有効
▪担商工観光課 94-4732

会計年度任用職員（道路管理作業員） 
を募集
道路の維持管理作業を行う非常勤職
員を募集。勤務条件など詳しくは市
ホームページ「職員採用」か市役所2
階の担当で配布する募集案内で確認
を◇募集人数＝2人◇任用期間＝8月
1日～令和5年3月31日▪締6月17日（金）
▪担道路整備課 94-4822

新小学校1年生の就学相談
令和5年4月に小学校入学予定で、特
別支援学級への入級や特別支援学校
への入学など、教育的配慮を必要と
する子どもの保護者を対象に相談を
受けます▪時平日の午前9時～午後5時
▪場市役所5階の担当▪申事前に電話で
担当へ◇受付期間＝11月30日（水）まで
▪担教育センター 74-5253

愛の献血
▪時①6月6日（月）午前10時～午後0時
30分、午後2時～4時②6月11日（土）
午前10時～正午、午後1時45分～4時
▪場①市役所②MIプラザ
▪担健康づくり課 94-4609

市総合体育大会の参加者を募集
種目･日程 申込先 締切

柔道
6/25（土）

松本
薀93-9293 6/ 5（日）

バスケットボー
ル3×3
6/26（日）

市バスケット
ボール協会の
ホームページ
から

6/19（日）

テニス
6/26（日）、7/17

（日）

市テニス協会
のホームペー
ジから

6/10（金）

卓球（一般、小
学生）
7/ 3（日）

市卓球協会の
ホームページ
から

6/11（土）

ソフトテニス
団体戦
7/ 3（日）・10（日）

伊藤
薀090-3343-
6115

6/18（土）

水泳
7/24（日）

市水泳協会
isehara.

city.swim@
gmail.com

6/24（金）

ソフトボール
7/31（日）

豊田
薀046-286-
3421

6/15（水）

卓球（中学生）
8/ 4（木）

各中学校を通
じて中沢中学
校へ

7/ 9（土）

▪担スポーツ課 94-4628

児童手当等現況届の提出を
令和4年度から児童手当・特例給付の
現況届は原則不要となりましたが、
提出が必要な人には5月末ごろに現
況届をお送りしています。必要事項
を記入の上、必要書類を添付し、郵
送か直接市役所1階の担当へ提出を
◇提出が不要な人も加入する年金に
変更事項があった人は届け出が必要
です。詳しくは市ホームページ「子
育て･教育」→「手当･給付金」でご確
認ください▪締6月30日（木）※消印有効
▪担子育て支援課 94-4633

6/5～11は危険物安全週間 
「一連の 確かな所作で 無災害」
危険物は、貯蔵方法や取扱方法を間
違うと大きな事故につながります。
家庭や職場でどんな危険物が使われ
ているか、貯蔵方法や取扱方法が安
全で正しいかどうかを確認し、事故
の防止に努めましょう。
▪担消防本部予防課 95-2118

令和4年度市･県民税のお知らせ
個人事業主や年金所得者などで市県
民税が課税される人に、6月6日付け
で令和4年度の「市･県民税納税通知
書」を発送します。また6月1日（水）
から、令和4年度の「市･県民税課税
所得（非課税）証明書」を市役所1階の
担当窓口または市役所駅窓口セン
ターで発行します。申請には運転免
許証など本人確認ができるものをお
持ちください※マイナンバーカード

（電子証明書付き）をお持ちの人はコ
ンビニエンスストアでも交付可。な
お、コンビニエンスストアでは、高
等学校就学支援制度に必要とされる
事項を記載したものが発行されます
▪担市民税課 74-5429

企業合同面接会の参加事業所を募 
集します
伊勢原･平塚･秦野･茅ヶ崎･大磯･二
宮地区の合同面接会。参加条件など
詳しくは問い合わせ先へ▪時9月14日

（水）午後2時～4時、9月15日（木）午前
10時30分～午後0時30分、午後2時～
4時▪場平塚駅ビルラスカホール（平塚
市宝町）▪申問い合わせ先のホームペー
ジで申込書を入手し問い合わせ先へ
▪締7月1日（金）
▪問平塚市産業振興課 21-9758
▪担商工観光課 94-4732

利用基準や休館日を変更している場合があります。詳しくは各施設へ。 ●市内の交通事故件数●

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

市･県民税普通徴収････････1期分
国民健康保険税･･･････････3期分
介護保険料･･･････････････3期分
清掃手数料（し尿）･･･････4･5月分

●納期のお知らせ●6/1〜30

納期限 6月30日（木）図書館 6/1･6･13･20･27
子ども科学館 6/1･6･13･20･27
市民文化会館 6/6･13･20･27
公民館 6/6･13･20･27 ※中央公民館は6/27以外は開館

※大田公民館は6/6･20は開館
市体育館 6/6･13･20･27
いせはらサンシャイン・スタジアム 6/6･13･20･27
武道館 6/6･13･20･27
行政センター体育館・弓道場 6/13･27 ※体育館は9/30まで一般利用を休止

危険物取扱者試験（甲種･乙種･丙種）
受験希望者は問い合わせ先のホーム
ページで確認を▪時①8月27日（土）②9
月18日（日）▪場①横浜市立大学（横浜市
金沢区）②専修大学（川崎市多摩区）
▪問消防試験研究センター
045-633-5051

受験準備講習会
▪時8月6日（土）午前9時30分～午後5時
▪場コミュニティ防災センター（南分
署）▪対乙種4類を受験する人30人（申
込順）▪申受講料9600円を持参し、直
接消防本部2階の担当へ
▪担消防本部予防課 95-2118

公共下水道の供用を開始
今年度新たに三ノ宮、岡崎、笠窪、
串橋、高森、高森4丁目、田中、伊
勢原3丁目、上粕屋、下糟屋の一部
の公共下水道の供用を開始します。
宅内の排水設備工事を行い、下水道
に接続してください※該当者には郵
送で個別にお知らせします
宅内排水設備工事費用を補助します
一定の条件により補助金が受けられ
ます※市指定の工事店に依頼してく
ださい◇補助金交付額＝最大3万円
▪担下水道経営課 92-3031

教科書展示会
次年度に使用する小･中学校の教科
書を展示▪時6月13日（月）～30日（木）
の午前9時～5時（土･日曜日を除く）
▪場市役所5階の担当
▪担教育指導課 74-5243

■福祉のいずみ基金　＊敬称略
◇神奈川県自転車商協同組合･1万
2000円
▪担福祉総務課 94-4718

講座・教室
イベントなど

生活習慣病対策のための簡単食事 
講座
朝日生命成人病研究所の管理栄養士
が健康的な食事を紹介▪時7月5日（火）
①午前10時～11時30分②午後１時30
分～3時▪場中央公民館▪定各回15人（申
込順）▪申住所、氏名、
生年月日、電話番号を
明記し、電子メール、
または電話か直接市役
所分室の担当へ
▪担健康づくり課 94-4616

kenkou@isehara-city.jp

我が家の家事･育児分担を考える
ワークショップ
夫婦がお互いを思いやりながら生活
することを目指す▪時6月26日（日）午後
2時～4時▪場市民文化会館▪定20人（申込
順）▪締6月24日（金）※保育が必要な場
合は6月16日（木）までに申し込みを
▪担人権･広聴相談課 94-4716

探鳥会
グリーン･インストラクターと一緒
に、相模川中流右岸（厚木市）で水鳥
を観察▪時6月25日（土）午前9時～※荒
天時は26日（日）
◇集合＝本厚木
駅南口▪定30人（申
込順）
▪担みどり公園課（いせはらサンシャ
イン･スタジアム内） 96-6466

産業能率大学スポーツ教室「親子（幼 
児）動きづくり教室③」
バランス、リズム感を養う▪時6月26
日（日）午前9時30分～11時▪場産業能
率大学▪対年中･長の親子40組80人（申
込多数の場合は抽選）▪申住所、氏名、
性別、学年、電話番号を明記し郵送

（〒254-0026平塚市中堂18-8 E棟3階）
かFAX、電子メールで問い合わせ先
へ▪締6月17日（金）
▪問湘南ベルマーレ 25-1211 24-2514

event@bellmare.or.jp
▪担産業能率大学湘南学生SC 92-2214

申し込みは、広報発行日の午前9時
から電話か直接担当へ。▪場の記載が
ない場合は▪担が会場です。

いせはら市展を開催
文化芸術への関心を深める機会とし
て開催。市民の創作活動の成果を発
表する場として行っている公募展で
す◇部門＝①絵画･版画･彫刻部門②
書、写真、陶･工芸部門▪時①6月8日

（水）～12日（日）②6月22日（水）～26日
（日）の午前9時～午後5時※12日･26
日は午後4時まで
▪担社会教育課（中央公民館内）
93-7500

幼児家庭教育学級
子育てや生活に役立つ知識、子育て
中の仲間づくり▪時6月17日（金）･24日

（金）、7月4日（月）･11日（月）の全4回、
午前10時～11時30分▪対7カ月児～未
就学児と保護者15組（申込順）▪申電話
か直接担当へ
▪担中央公民館 93-7500

伊勢原市史を読む
資料編を読み、江戸時代の生活を解
説▪時①6月18日（土）②6月23日（木）③
6月30日（木）の午前10時～11時30分
▪場①大田公民館②比々多公民館③大
山公民館▪定各館10人（申込順）※内容
はすべて同じです
▪担大山公民館 93-5708
　比々多公民館 92-6961
　大田公民館 95-4375

オレオレ詐欺対策教室
伊勢原警察署職員による被害電話実
例再生や被害に遭わないための電話
器紹介など▪時6月17日（金）午後2時～
3時▪定30人（申込順）▪締6月15日（水）
▪担比々多公民館 92-6961

自然観察ウオーク･初夏の花菜ガー 
デンを訪ねる
グリーン･インストラクターととも
に初夏の花木などを観察▪時6月21日

（火）午前10時～正午◇集合＝花菜
ガーデン入場ゲート前（平塚市寺田
縄）▪定20人（申込順）▪締6月14日（火）※
交通費･入園料実費
▪担伊勢原南公民館 92-1210

92-3500

図書館ミニギャラリー
綾香の写真詩展（聖

ひじり

を訪ねて）
▪時6月3日（金）～14日（火）

おはなし会＆対面朗読
おはなしばる～ん（乳幼児向け）
▪時6月14日（火）午前11時～11時30分
▪定5組20人▪申電話で
野の会による視覚障がい者向け対面
朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

92-3600

展示室の利用や館内のイベントは予
約制で、人数制限があります。詳し
くは施設かホームページで確認を。

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円
※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です

プラネタリウム投影番組
土・日曜日 10:30◎/13:30⃞/

15:30○
◎＝�親子･一般向け番組｢オトッペのウキウキ

オトペタリウム 星座に音をつけようYO!｣
□＝�親子･一般向け番組｢いきもの目線 動物

ぐるり!超接近｣
○＝�親子･一般向け番組｢ぼのぼの 宇宙から

来たともだち｣

　新型コロナウイルス感染症の影響
で、広報紙面に掲載しているイベン
トなどでも中止や延期が決定してい
る場合があります。詳しくは各担当
か市ホームページ「新型コロナウイ
ルス感染症に伴うさまざまなお知ら
せ」でご確認ください。
　イベントなどに参加する際は、検
温やマスク着用などの感染予防策に
ご協力ください。

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

■主な施設の休館日

4月 1~4月
発　　生 18 71(−10)
死　　者  0  0(− 1)
負傷者計 20 81(− 8)

内
訳

重傷  1  1(− 1)
軽傷 19 80(− 7)

　歯と口は健康に生きていく力を
支える大切なものです。いつまで
も自分の歯でおいしく食事ができ
るよう、毎食後の歯みがきを習慣
にしましょう。
　また、かかりつけ歯科医を持ち、
定期的に検診を受けましょう。
オーラルフレイルにご注意を
　感染症の影響で、外出が制限さ
れ、運動や会話をする機会が減少

した影響で、口の機能が低下しや
すくなっています。次のような場
合はオーラルフレイル（歯と口の
機能低下）かもしれません。
　気になる場合は、かかりつけ歯
科医に相談しましょう。
◆滑舌の低下◆食べこぼし◆食事
中にむせる◆かめない食品が増え
る◆口の乾燥◆食欲低下
▪担健康づくり課 94-4616

会場 相　　談 日　時 担　当

①

税務相談★ 21日（火）13：00～16：00

人権･広聴相談課
94-4717

法律相談★
（予約は相談日の週初めから）

 3日（金）･10日（金）･17日 
（金）･24日（金）13：00～16：00

行政相談★ 15日（水）13：30～16：00
不動産相談★ 16日（木）13：30～16：00
司法書士相談★  9日（木）13：00～16：00

行政書士相談★ 13日（月）･27日（月） 
13：30～16：00

社会保険労務士相談★  8日（水）13：30～16：00

人権相談★  1日（水）･20日（月） 
13：30～16：00 94-4716

消費生活相談 月～金曜日9：30～12：00、
13：00～16：00

消費生活センター
95-3500

マンション管理相談★
▪締17日（金） 22日（水）13：00～16：00 建築住宅課 94-4782

②
成年後見などの行政書士相談★  8日（水）13：00～15：00

成年後見･権利擁護推
進センター 94-9600高齢者･障がい者などの法律

相談★ 15日（水）16：00～18：00

③ 精神保健福祉・認知症相談★  2日（木）･23日（木） 
13：30～16：30

平塚保健福祉事務所
秦野センター
保健予防課 82-1428

　企業版ふるさと納税(地方創生応
援税制)で、日本発条株式会社から
寄附金200万円をいただきました。
　いただいた寄附金は、市役所本庁
舎内へ授乳室を設置するために使わ
せていただきます。
▪担経営企画課 94-4845

企業版ふるさと納税で寄附金を受納しました

5月10日に行われた贈呈式

6月4日～10日は歯と口の健康週間
いただきます 人生100年 歯と共に（令和4年度標語）

電話番号のおかけまちがいにご注意ください

新型コロナウイルス感染症の影響で、イベン
トなどが中止となっている場合があります

●● 会 員 募 集 ●●

●やよい会（卓球）
初心者･シルバー大歓迎◇見学随時
受付▪時毎週木曜日午前9時～正午▪場
コミュニティ防災センター（南分署）
▪費入会金1000円
▪問髙橋 94-7426
●太極拳サークル
夏に備えて体力づくり▪時毎週月曜日
午後1時30分～3時30分▪場伊勢原南コ
ミュニティセンター▪費1回500円
▪問田

た

爪
づめ

94-6783
●マーガレットクラブ
エアロビクスで楽しく一緒に体力づ
くり▪時毎週木曜日午前10時～11時30
分▪場中央公民館ほか▪対女性▪費入会金
1000円、月2500円
▪問小沼 95-2513
●伊勢原剣道クラブ
初心者歓迎◇見学･体験可▪時毎週水･
土曜日午後6時30分～8時▪場市立武道
館▪費月1000円
▪問薮

やぶ

井
い

090-1036-2844

●伊勢原サンデージョギング
会費･会則なしのゆるい雰囲気で仲良
く楽しくジョグ･ラン･ウオーク▪時毎週
日曜日午前7時～8時◇集合場所＝市
民文化会館前広場
▪問佐藤 080-3085-0552

●● イ ベ ン ト ●●

●ボランティアガイドと行こう
西部用水を通り、上平間･下平間を
歩く▪時6月3日（金）午前9時～午後0時
30分◇集合･解散＝伊勢原駅南口▪定
30人（申込順）▪費400円
▪問いせはら観光ボランティア＆ウ
オーク協会･鳥海
94-6188（午後5時～7時）

●ガイドと歩こう日本遺産
海からの大山道、平塚市の須賀･平
塚宿を歩く▪時6月18日（土）午前9時～
◇集合場所＝平塚駅南口▪費500円▪申
電子メール（庄司 Syouji.takashi@ 
rose.plala.or.jp）、または電話で問
い合わせ先へ
▪問雨岳ガイドの会・蔦

つた

本
もと

090-2259-3714

みんなの伝言に掲載を希望する
人は、掲載希望号発行日の2カ
月前から1カ月前までに書面で
広報戦略課へ。先着順に受け付
けます（2カ月前が土･日曜日、
祝日の場合は翌開庁日から受け
付け）。

ウクライナ人道危機救援金を日本赤十字社へ
　5月6日、いせはらシティプロ
モーション公認サポータ―｢伊勢原
手作り甲冑隊｣が、ウクライナ人道

危機救援のため、3月26日～4月30日
に街頭募金活動で集めた61万4400
円を市に贈呈しました。
　なお、市役所1階ロビーや市民
文化会館などで4月15日～5月12日
に集めた35万9841円と合わせ、日
本赤十字社へ送りました※救援金
総額は233万7467円（5月12日時点）
▪担日赤伊勢原市地区事務局（福祉
総務課内） 94-4718

登録しよう
いせはらくらし安心メール

下のQRコードを読み込
むか、isehara@emp-sa.
smart-lgov.
jpに空メール
を送信してく
ださい。



『いせはら　くらし安心メール』の登録 
は右のQRコードか市ホームページから 

伊勢原市市公式
ホームページ 8第1246号　令和4（2022）年6月1日

広報紙は古紙を含んでおり、環境インクを使用しています広告掲載の申し込みは株式会社ジチタイアド（ 092-716-1401）へ

善波地区の農道脇にある土
どてい
堤での草刈り作業

田
畑
に
広
が
る
果
樹
園
や
、
野

菜
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
牧
場
な

ど
が
あ
り
、
豊
か
な
風
土
を
誇
る

伊
勢
原
市
。

私
は
約
50
年
前
、
こ
こ
に
引
っ

越
し
て
き
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

市
内
の
農
業
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
色
々
な
こ

と
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
伊
勢
原
の
原げ

ん
ふ
う
け
い

風
景

本
格
的
な
田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
５
月
。
植
え
ら
れ
た
苗

は
数
日
で
根
付
き
徐
々
に
株
が
増

え
、
日
を
追
う
ご
と
に
田
ん
ぼ
は

緑
色
に
色
付
い
て
い
き
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
こ
の
頃
、
水

田
に
映
る「
逆
さ
大
山
」が
大
好
き

で
す
。
そ
し
て
秋
に
は
日
差
し
に

輝
く
実
っ
た
稲
穂
で
辺
り
一
面
が

黄
金
色
に
染
ま
り
、
待
ち
に
待
っ

た
収
穫
の
時
季
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
こ
う
し
た
伊
勢
原
の
原

風
景
と
も
い
え
る
姿
を
守
ろ
う

と
、
18
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
を

し
て
い
る
団
体「
伊
勢
原
ま
め
の

会
」の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

地
産
地
消
で
社
会
貢
献
活
動

善
波
地
区
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
こ
の
会
は
、
荒
廃
農
地
を
活

用
し
、
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ

な
い
大
豆
や
米
、
野
菜
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

「
な
ん
と
な
く
社
会

貢
献
を
し
て
み
た
い
と

集
ま
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
が
、
続
け
て

い
く
に
つ
れ
て
地
産
地

消
を
進
め
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」と
代
表
の
池い

け
だ田
尚し

ょ
う
じ二

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

地
元
農
家
と
の
競
合
を
避
け
る

た
め
、
あ
え
て
津
久
井
在
来
種
の

大
豆
や
丹
波
の
黒
豆
な
ど
を
栽

培
。
会
の
名
前
は
活
動
の
中
心
で

あ
る
大
豆
栽
培
と「
マ
メ
に
働
く
」

こ
と
か
ら
決
め
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
目
的
を
実
現
す
る
た
め

毎
年
多
く
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
を
地
元
の
小
学
校
に
届
け
て

い
る
ほ
か
、
市
内
の
子
ど
も
食

堂
に
お
米
を
寄
附
し
た
り
、
無
農

薬
大
豆
で
作
っ
た
豆
腐
を
地
域
の

人
々
に
配
布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
毎
月
第
４
日
曜
日
に

総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る

「
イ
セ
ハ
ラ
イ
チ
」に
も
出
店
し
て

い
ま
す
。
昨
年
の
11
月
28
日
に

は
、
通
常
の
豆
類
や
野
菜
の
販
売

に
加
え
、
ミ
カ
ン
の
詰
め
放
題
も

実
施
す
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

と
も
に
農
業
を
守
り
ま
し
ょ
う

昨
今
で
は
農
家
の
担
い
手
不
足

や
高
齢
化
が
進
み
、
市
内
で
も
田

ん
ぼ
が
減
っ
て
し
ま
い
、
資
材
置

き
場
や
駐
車
場
な
ど
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
会

の
活
動
は
緑
あ
ふ
れ
る
伊
勢
原
市

を
守
っ
て
い
く
た
め
、
ま
す
ま
す

大
事
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

女
性
会
員
や
若
い
人
も
活
躍
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
も
た
れ

た
方
は
、
い
せ
は
ら
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
崎さ

き
や
ま山
さ
ん（

94
‒
５
３

０
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

豆
だ
け
で
は
な
い

｢

伊
勢
原
ま
め
の
会｣

の
活
動

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

三
宅
眞
理
子
さ
ん

イセハライチで農
作物の直売を実施

いせはらの豊かな里地里山や、歴史と文化を伝える町並みなどのさまざま
な美しい景観を保全し次代に伝えるため、市民との協働による「景観まちづ
くり」を推進しています。取り組みの一つとして、条例に基づき進めてきた
「地域景観資源登録」について、昨年度新たに1件を登録しました。

エネルギーを節約・転換しよう
脱炭素社会には一人一人のライフスタイルの転換が重要です。

 再生可能エネルギー電気の活用
再生可能エネルギー電気は二酸化炭素が発生し
ないことから地球温暖化対策に有効です。自宅や
事業所に導入するには、自身で発電施設などを�
設置・管理するほか、次のような方法があります。
詳しくは問い合わせ先へご連絡ください。

初期費用0円で太陽光発電を「0円ソーラー」
神奈川県エネルギー課 045-210-4115

太陽光発電・蓄電池の共同購入
�かながわ みんなのおうちに太陽光キャンペーン
事務局 0120-216-100(平日の午前10時～午後6時)

 みどりのカーテンで省エネルギー
窓辺や壁面にネットを張り、アサガオやゴーヤなどのつる性植物をはわせ
ることで暑さを和らげ、エアコンの使用を控える取り組みです。
日差しをさえぎり、冷房にかかる電力消費量の減少が期待できるため、二
酸化炭素排出量の削減にもつながります。

昨今、二酸化炭素などの温室効果ガスが増え、地球温暖化は進む一方と
なっています。本市では、私たちの財産ともいえる豊かな自
然との共生を、将来世代へ引き継いでいくため、市が一体と
なって地球温暖化対策を推進し、2050年における二酸化炭素
排出量実質ゼロと気候変動に強いまちを目指す｢ゼロカーボ
ンシティいせはら｣を昨年の10月22日に宣言しました。

2050年二酸化炭素排出量実質ゼロへ

いせはらの景観資源を教えてください
皆さんが次代に伝えたい、残していきたいと思う景観を募集していま
す。詳しくは担当にお問い合わせいただくか、電子メール( t-seisaku@
isehara-city.jp)でご連絡ください。
過去の登録について
今回の登録で、地域景観資源の登録は合計22件になりま

した。これまでの登録内容について知りたい場合は、市
ホームページ｢産業・まちづくり｣→｢景観｣→｢地域景観資源
登録｣、または右のQRコードからご覧ください。

公共施設で節電対策を実施しています
市の事業に係る温室効果ガスの削減などに関する計画｢伊勢原市役所エ

コオフィスプラン｣により、次の対策を実施しています。
◆冷房は室内温度を28℃に保つように管理◆昼休み時間は不要な屋内照明
を消灯◆職員のクールビズを励行

能
の う ま ん じ

満寺の紅葉
臨
りんざい

済宗
しゅう

建
けんちょうじ

長寺派能満寺（三ノ宮1273）の山門脇
には、100年ほど前に当時の住職が京都からもっ
てきた大きなモミジが植わっています。
今ではその子孫も増え、11月末ごろから12月
初めにかけて境内が真っ赤に染まり、参拝者や
観光客の目を楽しませています。

環境対策課 94-4737

朱色に輝く能満寺の境内

市ホームページ

地域景観資源登録(令和3年度)

｢ゼロカーボンシティいせはら｣に向けて｢ゼロカーボンシティいせはら｣に向けて

伊勢原小学校屋上の太陽光パネル

市役所4階に設置したみどり
のカーテン

都市政策課 94-4742

6月1日は
「景観の日」


